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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第86期

第３四半期連結
累計期間

第86期
第３四半期連結
会計期間

第85期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (百万円) 35,435 12,294 43,991

経常利益又は経常損失(△) (百万円) 666 411 △ 670

四半期純損失(△)
又は四半期（当期）純利益

(百万円) △ 27 162 107

純資産額 (百万円) ― 26,754 28,003

総資産額 (百万円) ― 66,451 65,490

１株当たり純資産額 (円) ― 295.24 308.83

１株当たり四半期純損失(△)
又は四半期（当期）純利益

(円) △ 0.30 1.80 1.18

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 40.3 42.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,208 ― 1,987

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,409 ― △ 584

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 663 ― △ 1,709

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 4,124 4,692

従業員数 (名) ― 1,312 1,339

　(注)１.売上高には、消費税等は含まれておりません。

２.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

　 潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 1,312

(注) 従業員数は就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 1,312

(注) 従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を医薬品事業の薬効別に示すと、次のとおりであります。

　　　医薬品事業

　

内訳 金額(百万円)

神経系用薬 102

アレルギー用薬 9

循環呼吸器用薬 120

消化器官用薬 392

泌尿生殖器用薬 914

ビタミン剤 216

滋養強壮変質剤 305

血液体液用薬 6,682

その他の代謝性用薬 35

化学療法剤 ─

調剤用薬 160

その他 0

医療用機械器具 342

合計 9,283

(注) １　金額は、卸売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

受注生産は行っておりません。
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(3）販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業部門の種類 金額(百万円)

医薬品事業 12,231

不動産事業 63

合計 12,294

医薬品事業の内訳

神経系用薬 101

アレルギー用薬 35

循環呼吸器用薬 199

消化器官用薬 339

泌尿生殖器用薬 803

ビタミン剤 252

滋養強壮変質剤 463

血液体液用薬 7,917

その他の代謝性用薬 125

化学療法剤 21

調剤用薬 217

その他 102

医療用機械器具 1,651

合計 12,231

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

当第３四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％)

アルフレッサ㈱ 1,752 14.3

スズケン㈱ 1,686 13.7

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

医薬品業界におきましては、薬価改定年度で業界平均５％強の引き下げ影響が愈々市場に浸透してく

る厳しい環境のなか、後期高齢者医療制度の本格化、ジェネリック薬処方の促進などの医療費抑制策の進

展、さらには、急激な雇用情勢悪化などによる健保制度の不安も漂うなかの少子高齢化の市場環境での外

資攻勢を含めた市場競争は一段と厳しく、製造、流通ともに経営統合による競争力強化への業界再編の動

きも活発化する状況となっております。また、注目のiＰＳ細胞(新型万能細胞)応用の治療技術開発が全

世界規模で展開され、国民病のひとつ糖尿病治療領域でもiＰＳ細胞による再生医療が注目されるなど医

療技術の高度化によって新しい市場ニ－ズが惹起されつつあり年間３３兆円の医療市場が２０２５年に

は大幅に膨らむとする試算もあり、国民医療費抑制策との駆引きの間で厳しい市場環境が続くことは否

めないところであります。

このような環境のもと、当社グル－プにおきましては、主柱の医薬品部門において、期初に実施された

薬価改定の影響が全製品平均で３．６％の引下げとなり、主力の透析剤が大型先発医薬品並みの下げ幅

となり大きな減収影響を受けましたが、透析剤と関連製品の薬価厳守や新戦力の吸着型血液浄化器「リ

クセル」の倍増ペ－スの著伸の寄与などの営業努力の奏効で売上高の維持を図ることができ、また、ヘパ

リンナトリウム製剤や低分子ヘパリンの減収要因もカバ－して当第3四半期連結会計期間の売上高は１

２２億９４百万円となりました。一方、利益面におきましては、医薬品部門の売上原価率引下げの努力も

あり営業利益４億８８百万円を確保し、経常利益４億１１百万円、四半期純利益１億６２百万円を計上い

たしております。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、株価下落による投資有価証券の評価引き下げおよび現金及

び預金の減少などにより前四半期連結会計期間末より２億４０百万円減少し６６４億５１百万円に、負

債は、買掛金の増加などにより２億７２百万円増加し３９６億９６百万円に、純資産は、投資有価証券の

評価引き下げなどにより５億１３百万円減少して２６７億５４百万円となっております。 

なお、自己資本比率は０．６ポイント低下しております。 

 

(3) キャッシュ・フロ－の状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下資金という)は、営業活動により９億

１８百万円、投資活動により９億８６百万円減少し、財務活動により１億１２百万円増加し、４１億２４

百万円と前四半期連結会計期間末に比べて１８億３４百万円減少しております。

(営業活動によるキャッシュ・フロ－)

営業活動により支出した資金は、９億１８百万円となりました。これは主に、仕入債務の増加８億４１

百万円及び減価償却費が５億４０百万円、税金等調整前四半期純利益２億９８百万円があったものの、売

上債権が２０億４６百万円、たな卸資産が５億７３百万円増加したことなどによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロ－)

投資活動により支出した資金は９億８６百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による

支出７億３７百万円などによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロ－)

財務活動により得られた資金は、１億１２百万円となりました。これは主に、借入金の収入が純額で４

億３２百万円、配当金の支払額が２億６６百万円あったことなどによるものであります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は９億４百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

　

　

EDINET提出書類

扶桑薬品工業株式会社(E00953)

四半期報告書

 8/26



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 94,511,69094,511,690

大阪証券取引所
市場第一部
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は、
1,000株であります。

計 94,511,69094,511,690― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

― 94,511,690 ― 10,758 ― 10,000
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(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。

　

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

3,875,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

89,189,000
89,189 ―

単元未満株式
普通株式

1,447,690
― ―

発行済株式総数 94,511,690― ―

総株主の議決権 ― 89,189 ―

(注) 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株(議決権５個)含まれてお

ります。　

　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

扶桑薬品工業株式会社
大阪市中央区道修町
一丁目７番10号

3,875,000― 3,875,000 4.10

計 ― 3,875,000― 3,875,000 4.10

(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が2,000株(議決権２個)あります。なお、

当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めております。

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 279 352 355 379 354 344 334 298 303

最低(円) 254 256 313 329 307 273 210 237 221

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 退任役員

　

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役
研究開発センター
生物科学研究部門長

荒　木　宏　昌 平成20年９月24日(逝去)
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,124 4,817

受取手形及び売掛金 ※２, ※４
 22,140

※２, ※４
 20,433

商品 1,512 894

製品 2,959 2,855

半製品 710 699

原材料 680 597

仕掛品 171 166

その他 1,654 2,236

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 33,952 32,700

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,852 10,306

土地 11,571 11,434

その他（純額） 5,227 4,829

有形固定資産合計 ※１
 26,651

※１
 26,570

無形固定資産 260 283

投資その他の資産 ※３
 5,587

※３
 5,936

固定資産合計 32,499 32,790

資産合計 66,451 65,490

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※４
 12,753

※４
 10,764

短期借入金 9,844 8,375

未払法人税等 21 78

賞与引当金 379 663

その他の引当金 393 324

その他 5,445 6,232

流動負債合計 28,838 26,437

固定負債

社債 550 650

長期借入金 6,478 6,178

退職給付引当金 526 408

その他の引当金 229 237

その他 3,073 3,574

固定負債合計 10,858 11,049

負債合計 39,696 37,487
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,758 10,758

資本剰余金 15,010 15,011

利益剰余金 6,624 7,195

自己株式 △1,389 △1,373

株主資本合計 31,004 31,592

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 182 801

繰延ヘッジ損益 △93 △51

土地再評価差額金 △4,338 △4,338

評価・換算差額等合計 △4,249 △3,589

純資産合計 26,754 28,003

負債純資産合計 66,451 65,490
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年12月31日)

売上高 35,435

売上原価 24,619

売上総利益 10,816

返品調整引当金繰入額 13

差引売上総利益 10,802

販売費及び一般管理費 ※１
 9,963

営業利益 838

営業外収益

受取利息 18

受取配当金 49

受取保険金 62

その他 125

営業外収益合計 256

営業外費用

支払利息 224

その他 204

営業外費用合計 429

経常利益 666

特別利益

投資有価証券売却益 44

投資事業組合運用益 8

その他 0

特別利益合計 53

特別損失

たな卸資産関連損失 ※２
 128

固定資産除却損 44

投資有価証券評価損 57

特別損失合計 230

税金等調整前四半期純利益 489

法人税、住民税及び事業税 29

法人税等調整額 487

法人税等合計 516

四半期純損失（△） △27
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
 至 平成20年12月31日)

売上高 12,294

売上原価 8,448

売上総利益 3,845

返品調整引当金繰入額 2

差引売上総利益 3,843

販売費及び一般管理費 ※１
 3,354

営業利益 488

営業外収益

受取利息 7

受取配当金 18

受取保険金 60

その他 18

営業外収益合計 104

営業外費用

支払利息 78

その他 103

営業外費用合計 181

経常利益 411

特別利益

投資事業組合運用益 △15

その他 △0

特別利益合計 △15

特別損失

たな卸資産関連損失 ※２
 31

固定資産除却損 21

投資有価証券評価損 44

特別損失合計 96

税金等調整前四半期純利益 298

法人税、住民税及び事業税 9

法人税等調整額 126

法人税等合計 135

四半期純利益 162
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 489

減価償却費 1,590

投資有価証券売却損益（△は益） △44

投資事業組合運用損益（△は益） △8

投資有価証券評価損益（△は益） 57

固定資産除却損 42

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6

賞与引当金の増減額（△は減少） △283

退職給付引当金の増減額（△は減少） 118

受取利息及び受取配当金 △68

支払利息 224

売上債権の増減額（△は増加） △1,707

たな卸資産の増減額（△は増加） △819

仕入債務の増減額（△は減少） 1,989

その他 △62

小計 1,510

利息及び配当金の受取額 64

利息の支払額 △220

法人税等の支払額 △145

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,208

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,770

投資有価証券の取得による支出 △20

投資有価証券の売却による収入 69

定期預金の預入による支出 △550

その他 △139

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,409

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,150

長期借入れによる収入 2,450

長期借入金の返済による支出 △1,830

社債の償還による支出 △550

自己株式の売却による収入 4

自己株式の取得による支出 △21

配当金の支払額 △537

財務活動によるキャッシュ・フロー 663

現金及び現金同等物に係る換算差額 △30

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △568

現金及び現金同等物の期首残高 4,692

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,124
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関

する会計基準」（企業会計基準委員会平成18年７月５

日　企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、た

な卸資産の評価方法を以下のとおりに変更しておりま

す。

（前連結会計年度）

①商品、　製品、　　　先入先出法による原価法

　原材料、貯蔵品

②半製品、仕掛品　　　移動平均法による原価法

（第３四半期連結累計期間）　

①商品、　製品、　　　先入先出法による原価法

　原材料、貯蔵品　　　（貸借対照表価額については

　　　　　　　　　　　　収益性の低下に基づく簿価

　　　　　　　　　　　　切下げの方法）　

②半製品、仕掛品　　　移動平均法による原価法

　　　　　　　　　　　（貸借対照表価額については

　　　　　　　　　　　　収益性の低下に基づく簿価　　　　

　　　　　　　　　　　　切下げの方法）　　　　　　

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３

四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整

前四半期純利益がそれぞれ28百万円減少しておりま

す。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間 

(自　平成20年４月１日 至　平成20年12月31日)

　（有形固定資産の耐用年数の変更）

当社の機械装置の製造設備については、従来、耐用年数を７年としておりましたが、「減価償却資産の耐用年

数等に関する省令」の改正を契機として資産の利用状況等を見直した結果、第１四半期連結会計期間より８年

に変更しております。 

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前

四半期純利益がそれぞれ78百万円増加しております。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　  43,962百万円※１　有形固定資産の減価償却累計額　  43,282百万円

※２　受取手形割引高　　　　　　　 　　   ─百万円 ※２　受取手形割引高　　　　　　　　     673百万円

※３　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額　　

　　　　　　　　　

※３　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額　　

　

　　　投資その他の資産　　　　　　　　    75百万円 　　　投資その他の資産　　　　　　　　    81百万円

※４　第３四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理

については満期日に決済が行われたものとして処

理しております。

なお、第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休

日であったため、次の第３四半期連結会計期間末日

満期手形が、第３四半期連結会計期間末残高から除

かれております。

　　  受取手形　 　　　 　　　　　　　　 235百万円

　　　支払手形 　　　　　　　　　　　　　 22百万円

※４　　　　　　　　　─
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 (四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりで

あります。

　荷造運送費　　　　　　　　　　　　　1,754百万円

　給料　　　　　　　　　　　　　　　　1,785　〃

　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　　　174　〃

　その他の引当金繰入額　　　　　　　　   18　〃

　退職給付費用　　　　　　　　 　　　　 148　〃

　減価償却費　　　　　　　　　　　　 　 186  〃

　研究開発費　　　　　　　　　　　　　2,500  〃

※２ヘパリンナトリウム製剤及び透析剤キンダリーの

自主回収による処分損に回収および廃棄費用等を含め、

受取損害保険金を控除しております。

　

第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりで

あります。

　荷造運送費　　　　　　　　　　　　　 616百万円

　給料　　　　　　　　　　　　　　　　 583　〃

　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　 　174　〃

　退職給付費用　　　　　　　　 　　　 　49　〃

　減価償却費　　　　　　　　　　　　 　 60  〃

　研究開発費　　　　　　　　　　　　　 904  〃

※２透析剤キンダリーの自主回収による処分損を計上

しております。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年12月31日)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

　 借対照表に掲記されている科目の金額との関係

   現金及び預金 4,124百万円

   現金及び現金同等物 4,124百万円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１

日　至　平成20年12月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 94,511,690

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,889,737

　

　

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年6月27日
定時株主総会

普通株式 272 3.00平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金

平成20年11月7日
取締役会

普通株式 271 3.00平成20年９月30日 平成20年12月８日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい

変動が認められないため、記載しておりません。

　

（有価証券関係）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月1日　至　平成20年12月31日)

　　　全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める「医薬品事業」の割合が、いずれも       ９

０％を超えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年4月1日　至　平成20年12月31日)

　　　全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める「医薬品事業」の割合が、いずれも       ９

０％を超えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月1日　至　平成20年12月31日)

在外連結子会社及び在外支店がないため、記載しておりません。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年4月1日　至　平成20年12月31日)

在外連結子会社及び在外支店がないため、記載しておりません。
　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月1日　至　平成20年12月31日)

海外売上高は、連結売上高の１０％未満のため、記載を省略しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年4月1日　至　平成20年12月31日)

海外売上高は、連結売上高の１０％未満のため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

295.24円 308.83円

　

２　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失 0.30円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 

　

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(百万円) 27

普通株式に係る四半期純損失(百万円) 27

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 90,650
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第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 1.80円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 

　

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 162

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 162

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 90,631

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

第86期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当につきましては、平成20年11月７日

開催の取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録され

た株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、配当を行っております。

①配当金の総額　　　　　　　　　　・・・・271百万円

②１株当たりの金額　　　　　　　・・・・・３円00銭

③支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成20年12月８日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月９日

扶桑薬品工業株式会社

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　武　　田　　宗　　久　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　松　　嶋　　康　　介　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　髙　　﨑　　充　　弘　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている扶桑

薬品工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、扶桑薬品工業株式会社及び連結子会社の平成

20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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